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I. ISTUとは	
 
＝ 東北大学インターネットスクール 
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I. ISTUとは（歴史）	

•  大学教育開放センター設置（1973年） 

•  センターにて「開放講座実況中継」実験開始（1999年8月） 

•  センターにて「ネット開放講座」運用開始（2000年11月） 

•  ISTU設置（2002年4月） 

•  ISTU支援室設置（2003年） 

•  教育情報基盤センター設置（2009年） 

•  オープンオンライン教育開発推進センター設置（2016年4月） 
•  東北大学MOOC開講（2017年2月） 
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I. ISTUとは（学内的位置づけ）	

・全部局で共有する教育系システム。 
 
・支援室が教材作成等を、センターがシステム・運用等を支援。 
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I. ISTUとは（提供機能）	

・学生等向：授業のビデオ、 
　配布資料、レポート等。 
 
 
・社会等向：特別講義や 
　記念講演会等のビデオ。 
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II. ISTUの利用状況（月・年度別）	
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II. ISTUの利用状況（時間帯別）	
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II. ISTUの利用状況（曜日別）	
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III. ISTU利用への評価・意見	

・質問紙調査： 
　33項目5件法と自由記述。 
・面接：利用状況、トラブル、 
　良かった点、悪かった点、 
　提案・要望。 
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III. ISTU利用への評価・意見	

•  肯定的評価・意見（抜粋） 
 
・「ISTUを使うと、いつでも授業が受けられる」 
・「ISTUを使うと、勉強したい時に効率的に勉強できる」 
・「ISTUを使うと学習する場所がある程度自由になる」 
・「家で課題提出できるのが便利である」 
・「ISTUを使うと自分のペースで学習できる」 
・「ISTUでは、分からなくなった時に何度でも同じ箇所を 
　繰り返し学ぶことができる」 
・「教室で受けている対面講義で分からなかった箇所の復習 
　をISTUを使ってできるので学習効果が高まる」 
 
・「ISTUは自分の学習に役立った」 
・「機会があればこれからもISTUを利用したい」 
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III. ISTU利用への評価・意見	

•  否定的評価・意見、要望（抜粋） 
 
・「ISTUを使うと、見たり聞いたりするだけで教師と交流がない」 
・「ISTUに用意されている質問用掲示板より、対面の方が質問 
　しやすい」 
・「その場で質問できないので、自分の理解に自信がない時に 
　不安である」 
 
・「90分を1回で見るのが疲れる。チャプタ分けして欲しい」 
・「動画だけでは集中できない」 
 
・「ISTUのスライド画像を大きく表示する機能が欲しい」 
・「ISTUに、学習の進捗状況を学習者が確認できる仕組みが 
　あると学習の動機を維持しやすい」 



16 

前半：ISTUからMOOCの開始へ	

 

I.   ISTUとは	

II.  ISTUの利用状況 

III. ISTU利用への評価・意見 

IV.  ISTUの振り返り 

V.   ISTUから、ISTU＋MOOCへ 

	

 



17 

IV. ISTUの振り返り	

•  課題 
 
・ビデオは90分/本ではなく、学習内容ごとに5-10分程度に。 
・ビデオだけでなく、学習内容ごとに確認クイズ等を用意。 
 
・掲示板での積極的な質問、討論を促す働きかけ・工夫。 
・対面授業とのブレンドを継続。 
 
・画像拡大表示機能。 
・学習進捗状況を学習者が確認できる仕組み。 
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V. ISTUから、ISTU＋MOOCへ	

•  これまで 
　・ 学内外ともISTU 

•  これから 
　・ 学内：ISTU（教育情報基盤センター,大学院教育情報学研究部ISTU支援室） 

　・ 学外公開：MOOC（オープンオンライン教育開発推進センター） 
　・ 学外非公開：ケースバイケース 
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V. ISTUから、ISTU＋MOOCへ	

•  東北大学MOOCのコンセプト 
　・ 「専門的・先端的なものをわかりやすく伝える」 
　・ シリーズ化 

•  東北大学MOOCのシリーズカテゴリ 
　・ 「東北大学サイエンスシリーズ」・・・ 
　　　解明：オーロラの謎（理学研究科 小原教授） 
　・ 「東北大学で学ぶ高度教養シリーズ」・・・ 
　　　memento mori―死を想え―（文学研究科 鈴木教授） 
 
　・ 「・・・（検討中）・・・シリーズ」・・・ 



東北⼤学MOOC概要�

後半：東北⼤学MOOCの実践�



東北⼤学MOOC概要（2016年度）�

• 開講講座数: 2�
►  解明：オーロラの謎�
►  memento mori –死を想え-�

• 開講時期: 2017年 2〜3⽉�

• 開発期間: 2016年 6〜12⽉�

• プラットフォーム: gacco�

•  JMOOCカテゴリー: カテゴリーⅢ�



JMOOC�
会員紹介
ページ�



開発講座�



開発体制�

• 教材設計：センター専任教員 ×1�

• 著作権処理：教務課事務職員 ×2�

• 収録編集：外注�

• 字幕作成：外注�

• 形成的評価：学⽣アルバイト ×6�

• コンテンツ登録：gaccoへ委託�



運営体制�

• 受講者対応：教務課事務職員 ×2�
     （1講座はgaccoへ委託）�

• TA ：各講座2名（⼤学院⽣）�

• 統括：センター専任教員 ×1 �



東北⼤学MOOCの特徴�



東北⼤学MOOCの特徴�
• コンセプト�

►  ⾼度に専⾨的・先端的なものを⼀般の学習
者にわかりやすく伝える�

• シリーズ化�
►  東北⼤学サイエンスシリーズ�
►  東北⼤学で学ぶ⾼度教養シリーズ�

• インストラクショナルデザイン�
►  講座担当教員との協働�
►  学内教育の改善 �



 � 東北⼤学�
サイエンスシリーズ�

東北⼤学で学ぶ�
⾼度教養シリーズ�

⽬的�
・東北⼤学進学への動機づけ�
・社会貢献�
・社会⼈の学びなおし�

対象者� 主に⾼校⽣〜� 主に社会⼈�

特徴�
・⽐較的馴染みやす

く、わかりやすい�
・教養的、包括的�

・旬な話題や社会問
題等�

・実学的�

シリーズ化�



学習者の状況�

• 登録者数：約6000（2講座のべ）�
• 確認クイズの回答者（対総登録者3/8）�

解明：�
オーロラの謎�

memento 
mori�

最初�      ％�      ％�

最後�      ％�      ％�



意外と反響があったクイズの設定�

• 各ビデオに確認クイズ�
▶ より細かく中断できる�

• 即時フィードバック�
▶ なぜ間違いなのかイライラしない�

• 回答チャンスは1回�
▶ より真剣に取り組む�
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スタッフ採点を実施（ga080）�

• ⾃分で採点：講座担当講師の希望�
▶  システムの改修（gacco）�

• 課題：受講者が多い場合には対応が困難�



受講者アンケート�



ビデオ教材の再⽣速度�

2x	
7%	

1.5x	
14%	

1.25x	
13%	

1x	
47%	

0.5x	

知らなかった	
16%	

N=124	
2x	
6%	 1.5x	

10%	

1.25x	
18%	

1x	
54%	

0.5x	
知らなかった	

10%	

N=215	



•  MOOCはかなり受講してきましたが、東北⼤学の
ものは、⾮常に練れている印象があります。�

•  オーロラが⼤好きです。現在、54歳ですが�
10代（受験時代）に戻れたら、オーロラを研究す
る道に進みたいと思います。これから、独学で
もっとオーロラのことを勉強して、必ず、「⽣
オーロラ」を⾒たいと思います。�

•  さすが『宇宙⼯学を⽬指すなら東北⼤学』�
(東⼤に⼊れればそれに越したことはないだろう
が)だと感じました。�

受講者アンケートより（ga079）�



•  楽しかったですが、基礎知識が⾜りず、本気に
なってもしんどかったです。続編に期待するとと
もに、こういったように主催⼤学の強みを⽣かし
た講座をこれからも期待しています。�

•  ⽂系の⾝には星に関する理系の⾔葉はやや難儀で
あった�

•  先⽣が解説するオーロラツアーをできれば低価格
で計画していただければ、参加したい。�

受講者アンケートより（ga079）�



•  「死」の捉え⽅・向き合い⽅が変化した�
•  このような講座があるとは知らなかった。�

若ければ東北⼤に⼊りたいくらい。�
•  死というテーマは、避けては通れない事ながら、

最初は何となく恐怖も感じました。ただしいざ
受講してみると、とても穏やかな語り⼝で、つ
いつい学習にのめり込みました。�

•  教材準備が⼤変だと思いました。授業の進⾏⽅
法、教材の取り上げ⽅などは⾃分の授業の参考
にさせていただきます。�

受講者アンケートより（ga080）�



•  死⽣学について様々な知⾒を得ることは、⾃分が
⽣きるテーマであるとも思っているので、今後も
続けてほしい。�

•  続編や発展編の開講を期待します。�
•  最終レポートのテーマがどこを探しても⾒つから

ず、提出できない。�
•  実にわかりやすく⼤変ためになったが、細切れ過

ぎた感あり。⼀コマが短時間過ぎる�

受講者アンケートより（ga080）�



•  講義資料が欲しかった�
•  講義ビデオのダウンロード�

•  ビデオの最後のまとめ�
の表⽰時間が短い�

•  クイズに解答後に即座に正解及び解説が得られ
ることは、他の講座と⽐べて優れていると思い
ます。�

受講者アンケートより�



今後の展開�



• 新規MOOCの開発�
• 教材改善した上でのMOOC再開講�
• 本学正規授業での利⽤�

►  ISTUとの連携�
►  アクティブラーニング�

今後の展開（予定）�



ありがとうございました�


